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ごあいさつ�ごあいさつ�

代表取締役会長�
服部 純一�

代表取締役社長�
入江 昭夫�

　SIIグループでは、地球温暖化に代表される環境問題の取組

みを、経営課題の重要な要素として位置づけ、1993年4月、3

つのグリーン「グリーンプロセス・グリーンプロダクツ・グリーンラ

イフ」を象徴するSIIグループグリーンプランを策定し、積極的に

環境保全活動を実践して参りました。�

1999年3月には環境マネジメントシステムの国際規格ISO14001

を国内全11製造拠点で取得し、ゼロ・エミッションの実現、エコ

デザインなどを加速しています。�

　私達はセイコーの腕時計をはじめ、超低電力ICや液晶ディス

プレイ等電子部品で、省エネ、省資源、小型・軽量化の、また

環境にクリーンなモノづくりを率先してきました。�

　今後、これらを21世紀の環境の時代に大いに期待されてい

るITの分野において、さらに進化させていく所存です。また、

広く、社会各層に情報を開示しながら循環型社会実現の一翼

を担ってまいります。�

　本報告書でSIIグループの環境保全の取り組みと成果の一節

をご理解いただき皆様のご意見をお寄せいただければ幸いです。�

�

2001年8月�

■グリーンプラン概念図�

グリーンライフ�
環境を守る生活�

環境に負荷の少ない製品�
グリーンプロダクツ�

環境にクリーンな製造�
グリーンプロセス�

セイコーインスツルメンツ株式会社�

代表取締役会長�

代表取締役社長�
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環境マネジメントシステムと環境監査�SIIグループ環境方針と推進組織�SIIグループ環境方針と推進組織�

SIIは良き企業市民として、全ての生命・社会と共存できる環境調和型のグローバル企業をめざし、企業活動のあらゆる面で

環境の保全と継続的向上に努める。�

SIIグループ環境方針（1996年6月制定、1999年6月改訂）�

環境理念�

環境活動指針�

1.環境保全活動を推進させる組織と関連文書を整備し、管理の向上を図る。�

2.環境関連の法規制、協定等を遵守し、環境汚染の未然防止を図る。�

3.環境負荷を継続的に低減するために次の項目に取り組む。�

　（１）環境保全に適合した製品・サービスを提供する。�

　（２）省エネルギーを推進し、地球温暖化防止に寄与する。�

　（３）ゼロ・エミッションをめざして、省資源・リサイクル・廃棄物の削減を推進する。�

　（４）ひとりひとりが身近な生活を通して環境保全に努める。�

4.化学物質の管理向上と使用抑制を図る。�

5.内部環境監査を実施し、自主管理の向上を図る。�

6.環境に関する社会活動により、社会に貢献する。�

7.全社員に環境教育、社内広報活動を実施し、本環境方針の理解と環境に関する意識向上を図る。また、事業所の環境方針

　は事業所毎に設定する。�

8.環境管理の実施状況について、必要に応じて外部に情報公開する。�

推進組織�

国内事業所・海外拠点�

環境管理担当部門�

環境推進部�

●省エネルギー分科会�
●公害・廃棄物対策分科会�
●紙資源有効活用分科会�
●化学物質分科会�
●商品のエコロジー分科会�

SIIグループ環境委員会�

環境監査チーム�

内部監査チーム�
事業所環境委員会�

環境管理責任者連絡会�

事業所長・関連会社社長�

専門部会分科会�

環 境 管 理 責 任 者 �

各　部　門�

社　長�

環 境 担 当 役 員 �

全グループ専門分科会�
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環境マネジメントシステムと環境監査�環境マネジメントシステムと環境監査�SIIグループ環境方針と推進組織�

環境マネジメントシステムISO14001は、持続可能な発展

に向かって、環境保全と経済性を両立させるために有効な

マネジメントツールです。グループの環境方針をベースに、

全事業所が自ら定めた目標をシステマチックに達成しながら

環境負荷の継続的低減を進めています。�

環境マネジメントシステム�

ISO 14001認証取得事業所�

事業所毎に行なう内部環境監査は環境保全活動の実行状況

をチェックする重要な活動です。内部環境監査は社内の環境

監査員によって行われ、その結果は環境マネジメントシステ

ムの改善・向上につながっています。�

内部環境監査を適確に実施し信頼性を上げていくには、内

部環境監査員の養成がポイントです。ＳＩＩグループでは社内

監査員教育を行なうと同時に「ＳＩＩ環境監査員認定制度」を

設け、経験豊かで高いレベルの監査員を養成しています。�

環境監査�

認証取得事業所・会社    所在地  取得年月�

高塚事業所    千葉県松戸市  1996.11�

習志野事業所    千葉県習志野市  1997.1�

宮久保事業所    千葉県市川市  1997.3�

SIIマイクロテクノ株式会社    秋田県大曲市  1997.4�

盛岡セイコー工業株式会社    岩手県岩手郡  1997.4�

Seiko Instruments Singapore Pte.Ltd．    シンガポール  1997.5�

株式会社ＳＩＩクオーツテクノ    栃木県栃木市  1998.2�

小山事業所    静岡県駿東郡  1998.8�

秋田精密電子工業株式会社    秋田県大曲市  1999.1�

株式会社ＳＩＩマイクロパーツ    宮城県仙台市  1999.2�

大野事業所    千葉県市川市  1999.3�

ナステック工業株式会社    栃木県那須郡  1999.3�

大連精工電子有限公司 　中国  2001.6

ＳＩＩ環境監査員�

環境監査員教育修了者�

・環境主任審査員�

・環境審査員�

・環境審査員補�

30名�

262名�

2001年3月現在�

環境負荷の継続的低減�

4

名　称� 人　数�

公式環境審査員�
（ＣＥＡＲ登録審査員※1）�

�

※1 CEAR：環境マネジメントシステム審査員評価登録センター�

環境方針�

継続的改善�

SIIグループ環境方針�

計　画�

経営層による見直し�

点検および是正処置�

実施および運用�

3名�

3名�

7名�

�



2000年度の結果と2001年度の環境保全行動計画�2000年度の結果と2001年度の環境保全行動計画� 重点的に取り組んだ活動�

１９９６年設定のＳＩＩグリーンプラン中期目標（２０００年度）重点取組み課題のうち、廃棄物の削減、紙資源の有効活用について

は、１９９９年度までに前倒し達成することができました。しかし、省エネルギーについては達成できませんでした。          

2000年度の結果�

5

取り組み項目� 目標� 数値目標� 実績� 評価（◯：達成、△：推進中、×：未達成）� 関連ページ�

省エネルギー対策�
２０００年度末迄に�
１００→１００ポイント�
２０,９２０トン-C

１１０.６ポイント�
２３,１３６トン-C ×�

廃棄物の削減�

２０００年度末迄に�
１００→９０�
ポイント�
３,１２３トン�

�

４２ポイント�
１,４４３トン�

�

○�

紙資源の有効活用�

２０００年度末迄に�
１００→７５ポイント�
１１５トン�

６４ポイント�
９８トン� ○�

［２０００年度末迄の目標を１９９９年度に早期達成］�

・再生紙使用の向上６６%→９５%  �
�

２０００年度末迄に�
６６→９５％� ９９％� ○�

・古紙リサイクルの向上１９%→５０% 
２０００年度末迄に�
１９→５０％� ６３％� ○�

環境に配慮した製品化�
２０００年度末迄に�

１００％� ９０％� ×�

9

7・8

8

10

２０００年度の実績を踏まえて２００１年度以降の環境保全中期計画を策定致しました。�

2001年度の環境保全行動計画�

二酸化炭素(CO２)換算排出量を２０００年度
末までに１９９０年の水準にする   

オフィスや製造現場からでる生活、産業系
廃棄物の減量化、再資源化に努め２０００年
度末までに１９９２年の水準より－１０ポイント
にする。�

紙資源の有効活用と再資源化に努めて２０００
年度末には１９９３年の水準より、以下にする。 �
�
・事務用紙の削減１００→７５�

製品設計アセスメント実施率を２０００年度末
までに１００%にする。�

環境保全に適合した製品・サービスの提供��
（グリーンプロダクツ）�

省エネルギーの推進��
（グリーンプロセス）�

ゼロ・エミッション達成�
（グリーンプロセス）�

化学物質の管理・抑制�
（グリーンプロセス）�

グリーンライフ�

取り組み項目�

●SIIグリーン商品の拡充�
●グリーン購入（生産材）の推進�
●鉛ハンダの全廃�
●LCAの定着�

●CO２（炭素換算）排出量の削減�
　基準１９９０年１００（２０,９２０トン-C）�

●最終埋立処分量ゼロを達成�

●ＰＲＴＲ法等規制物質の管理・抑制�

●紙使用量の削減�
　基準１９９３年１００（１５３トン）�

環境方針より� 中期目標�

２００４年度末までにグリーン商品比率３０％以上�
２００２年度末までにグリーン購入比率１００％�
２００１年度～２００４年度 順次商品化�
２００４年度末までにLCA実施率７０％以上�

２００３年度末　-１ポイント（２０,７１０トン-C）�
２０１０年度末　-３ポイント（２０,２９０トン-C）�

２００３年度末までに国内全主要拠点で達成�

２００４年度末までに規制物質１０％削減�
（２００１年比）�

２００３年度　-４０ポイント（９２トン）�

1�

2�

3�

4�

5�

�

液晶パネル工場の増設により消費量が６.６
ポイント急増しました。   �
１,３８２トン-C増加�

汚泥、廃油、廃プラ、廃アルカリなどの再
資源化が更に進み、昨年より１０.７ポイント
改善できました。  �
３７１トン削減  �
［２０００年度末迄の目標を１９９９年度に早期達成］�

昨年度より１０ポイント向上しましたが１００
％には至りませんでした。�
２００１年度中には達成できる予定です。�



2000年度の結果と2001年度の環境保全行動計画� 重点的に取り組んだ活動�重点的に取り組んだ活動�

はんだに含まれる鉛は環境汚染物質であり、鉛を含まないは

んだ材料やはんだ付け実装技術の開発が急務となっていま

す。ＳＩＩでは１９９９年７月に「鉛フリーはんだ推進プロジェクト」

を発足させ、電子部品の電極端子の無鉛化、および基板と

電子部品の接合に無鉛はんだを使用する実装技術の確立を

重要課題として取り組んでいます。２０００年度は社内標準化

に向け「鉛フリーはんだ実装に関

するガイドライン」を発行し、表

示体製品をはじめ、量産に向けた

活動を進めました。その他、半導

体などの電子部品についても、今

年度より順次量産に入る目処がつ

きました。�

今後は、協力会社の方々にも御

協力いただき、更に加速して参り

ます。�

�

はんだの無鉛化�

ＳＩＩグループでは化学物質は環境対策の重大要素と位置づけ、

１９９８年２月「ＳＩＩ化学物質ガイドマニュアル」を策定し、営業

スタッフから設計、製造、廃棄物処理まで全ての職場領域で

化学物質への関心と管理の向上を図っています。�

「使用禁止物質」「使用・排出を削減すべき物質」「使用・排

出を抑制すべき物質」の３分類基準で運用・管理しています。

特に新規化学物質の導入に際しては事業所毎の環境委員会

でチェック、承認を行うステップを設定し運用しています。�

オゾン層破壊物質の早期全廃（特定フロン１９９２年８月、トリ

クロロエタン１９９３年１１月）、トリクロロエチレン等塩素系有機

溶剤の自主的全廃（１９９９年３月）に続き、２０００年３月には、

地球温暖化係数が高いとされる代替フロンＨＣＦＣ－１４１ｂを

全廃しました。�

PRTR法（環境汚染物質排出移動登録）に基づき２０００

年度の国内全製造拠点を対象に調査した結果、下表に示

すように合計７３．６トンの化学物質が該当しました。�

今後もこれらの管理、抑制・リサイクルと情報の開示に

努めて参ります。�

化学物質の管理と削減�

ＳＩＩグループでは生産材におけるグリーン購入の達成目標

「２００２年度末 １００％」を掲げグリ

ーン購入活動を強化し推進してい

ます。その目標に向けて、主要仕

入先および主要物品から開始し

た「仕入先体制調査」と「購入物

品調査」の対象を全仕入先、全物

品まで拡大しています。�

また、２００１年３月にはＳＩＩグループ

「グリーン物品定義」を定め、グリーン物品を選定し優先的

に購入しています。�

環境配慮型製品の創出は調達部門の活動だけでは前進しま

せん。今後は商品企画、設計／技術等関連部門、物品を選

択する上流部門と連携をとった活動を推進して参ります。�

事務用消耗品等の購入において

は、１９９９年９月より要求部門が環

境対応商品を優先して選択できる

「事務用品インターネット購入シ

ステム」を導入しグリーン購入を

推進しています。�

グリーン購入の拡大�

化学物質名�
2ーアミノエタノール�
アンチモン及びその化合物�
エチルベンゼン�
キシレン�
クロロジフルオロメタン�
コバルト及びその化合物�
酢酸2ーエトキシエチル�
無機シアン化合物（錯塩及びシアン酸塩を除く）�
ジクロロペンタフルオロプロパン�
1, 3, 5ートリメチルベンゼン�
トルエン�
鉛及びその化合物�
ニッケル化合物�
フェノール�
ふっ化水素及びその水溶性�
ほう素及びその化合物�
マンガン及びその化合物�
 合計 

 �
6.10�
0.83�
0.24�
24.38�
5.00�
0.04�
1.59�
1.04�
3.22�
0.28�
1.81�
0.66�
3.90�
0.42�
17.62�
0.30�
6.17�
73.60

 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0.01�
0 �
0.02�
0.06�
0 �
0.09

 �
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0 �
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0�
0

 �
0 �
0.60�
0 �
21.07�
0 �
0 �
0 �
0.58�
0.41�
0 �
1.81�
0.30�
0.30�
0 �
0 �
0 �
0.43�
25.50

 �
4.58�
0 �
0.18�
0.73�
0 �
0 �
0.74�
0 �
 0
0.27�
0 �
0.03�
2.31�
0.34�
5.89�
0.24�
0 �
15.31

 �
0 �
0.23�
0 �
0 �
0 �
0.04�
0 �
0 �
0 �
0 �
0 �
0.33�
1.16�
0 �
0 �
0 �
2.74�
4.50

6

鉛フリーはんだ実装開発中�

鉛フリーはんだにて実装したテスト基板�

＊１ 除去処理量：ＰＲＴＲ対象物質が場内で中和、分解、反応処理などにより他物質に変化した量をいいます。�

（単位：ｔ）�

グリーン購入マニュアル・基準書�

2000年度PRTR調査結果（全11製造拠点対象）�
取扱量� 大気への排出量� 土壌への排出量� 廃棄物の移動量�水域への排出量� リサイクル量� 消費量（製品含有など）� 除去処理量＊１� �

0.30�
0 �
0 �
0
0
0 �
0 �
0.46�
0
0
0 �
0 �
0.12�
0.02�
11.39�
0 �
3.00�
15.29

ＳＩＩグリーン物品定義�

〇物品に禁止物質が含有されてい
　ない。�
〇物品の製造工程において禁止物
　質が使用されていない。�
〇仕入先環境体制調査結果がＳＩＩ
　基準を満たしている。�

1.22�
0 �
0.06�
2.58�
5.00�
0
0.85�
0
2.81�
0.01�
0 �
0 �
0 �
0.06�
0.32�
0 �
0.09�
12.91�

�



グリーンプロセス――ゼロ・エミッションを目指して�グリーンプロセス――ゼロ・エミッションを目指して�

資源循環型社会の形成には廃棄物の減量や限りある資源の

有効活用は不可欠です。ＳＩＩグループでは事業所から排出さ

れる廃棄物の量を減らすだけでなく、廃棄物を新たな他の

分野の原料に活用し、ゼロ・エミッション（最終処分場への

廃棄物ゼロ）を目指しています。古紙やプラスチック、廃油、

廃液、汚泥の再資源化を進め、ゼロ・エミッションの早期達

成（目標２００４年３月）に力を入れています。�

２０００年度は事業所から排出された廃棄物の最終処分状況

について、契約廃棄物業者のご協力をいただき調査すると

共に、新規のリサイクル業者を開拓・契約し最終処分場へ

持ち込まれる量を削減しました。�

また、各事業所毎に発行される「ゼロ・エミッションレポー

ト」により、ＳＩＩグループ内での情報や技術の共有化を図っ

ています。�

その結果、ＳＩＩグループとしては初めて２０００年１１月に大野

事業所がゼロ・エミッションを達成することができました。�

時計部品は微小のため、射出成形時９０％以上の材料がラン

ナー（湯道のこと）として失われてしまいます。このランナー

に着眼し、ランナーの小型化、取り個数のアップ（４ヶ取り⇒８

ヶ取り⇒１６ヶ取り）ランナ

ーの再生利用比率を７５％

まで高めるなどの工夫を

しました。廃材削減の他

にプラスチック材料の使

用量を２７.４％も減らし、

経済効果をあげました。�

プラスチックの減量化・リサイクル�

基板のエッチング工程で発生する塩化第二鉄の廃液は、資

源として再活用してくれ

る業者を開拓して、事業

所の産業廃棄物削減、処

理費用の削減に効果をあ

げています。�

エッチング廃液（塩化第二鉄）のリサイクル�

工場排水を純水として再利用するために、逆浸透膜を用い

た排水リサイクルシステムを実現し、時計部品の洗浄や銅

貼り基板のエッチング工

程の純水として使用して

います。１日１５０トンもの

純水に再生、渇水対策や

水資源の有効活用にも役

立っています。�

排水のリサイクル�

自動機加工の工程で発生する切粉を、鉄・ステンレス・ア

ルミ用の切粉処理装置で油を自動分離・細かく切断・回

収し、その切削油を再利

用しています。この再利

用により必要な切削油の

４０％がまかなわれてお

り、資源の有効活用、及

び廃棄物削減に効果を

あげています。�

廃油のリサイクル�

7

ランナーの改良前（上）、�
改良後（下）取り個数倍増・廃材削減�

切粉処理装置。職場で発生した切粉の油分離と切断を行う�

排水のろ過装置。１日１５０トンの水がリサイクルされる�

廃棄物削減�
一般廃棄物、産業廃棄物�

年度�200095 96 98 99949392

92
年
基
準（
指
数
）�

100 97 91 97 100 71 52

97

91
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20

40

60

80

100

指数 1＝34.7トン�

廃アルカリ 26％�

廃プラ 25％�廃油 19％�

廃酸 11％�

汚泥 10％�

ガラス屑 6％�金属屑 2％�その他 1％�

産業廃棄物の内訳�

42

合　計�
1036トン�

当初目標値�



グリーンプロセス――ゼロ・エミッションを目指して�

古紙の完全リサイクルにも積極的に取り組んでいます。１９９３

年８月に古紙回収専用パッカー車（クリーンアロー号）を導

入し、本社・幕張ビルと近隣（京葉地区）事業所を巡回、個人

のゴミ箱を撤廃して分別を徹底、機密文書も大型シュレッダ

ーで一括処理し、年間合計４００トンもの古紙を製紙会社へお

さめています。立木換算

で約８,０００本を救済して

います。�

この取組みは、１９９６年１０

月リサイクル推進協議会

会長賞を受賞しました。�

古紙のリサイクル�

梱包材には、無害でリサイクル可能な材料を用い、コンパク

トで長期使用にも耐える

構造を追求しています。�

梱包材の減量化・リサイクル�

１９９６年４月より、幕張本社では「大型生ごみ処理機」を導

入し、社員食堂からでる生ごみの減量化、有機肥料化を行

なっています。肥料は希

望する従業員に無償で配

布されています。�

また、他の導入事業所で

は構内の草花やケナフ畑

の肥料として利用してい

ます。�

生ゴミ処理�

日常の事業活動で発生する生活系の廃棄物は古紙（雑用紙、

新聞紙、機密書類）、ダンボール、ビン・缶、ペットボトル、

可燃物、電池、不燃物など、

きめ細かな分別回収を実

施しています。�

�

分別回収�

8
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当初目標値�

グリーンプロダクツ――環境配慮型製品づくり�グリーンプロセス――省エネルギー・工場環境保全�グリーンプロセス――省エネルギー・工場環境保全�

地球温暖化というまさに地球規模の問題の解決には、世界

中の人々が省エネルギー活動を通して、ＣＯ２排出をこれま

で以上に抑制していくことが求められています。�

ＳＩＩグループでは工場における製造工程や生産設備の省エ

ネからオフィスビルにおける省エネまで全事業活動におい

て、従来の“省く”省エネから抜本的に小さくする“小エネ”

に向け取り組んでいます。�

空調設備や冷温水機の整備など継続的に設備類を改善して

きましたが、工場の増設等による影響で、２０００年度の実績

は、１９９０年度レベルにするという当初計画に対して、残念

ながら１０.６％（２,２１６トン-C）オーバーしました。�

「省エネ→小エネ」に向けて�
工場から発生する排水、排ガス、騒音・振動などについては、

法律や条例より厳しい自主基準を定め、定期的な測定およ

び環境保全設備の維持管理により、工場や工場周辺の環境

保全、環境汚染の防止に努めています。�

東京湾の赤潮・青潮をもたらす富栄養化を防止するため、

排水の窒素・リンをより一層削減する投資も行ってきました。�

また、リスク対策として雨水排水の緊急遮断装置や溶液タ

ンクの防液堤の設置、老朽配管の更新など設備面からのリ

スク軽減はもとより、緊急時発生を想定して行なう「緊急時

対策訓練」を拠点毎に計画的に実施し、万全を期しておりま

す。�

工場の環境保全とリスク対策�

9
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グリーンプロダクツ――環境配慮型製品づくり�グリーンプロダクツ――環境配慮型製品づくり�グリーンプロセス――省エネルギー・工場環境保全�

SIIグループでは、環境負荷の小さいものづくりのため、エ

コデザインのしくみとツールを整備しています。製品設計の

段階で環境レビューを実

施し、製品のライフサイ

クルにわたって環境保全

と安全についてチェック

をしています。�

廃棄物問題（環境汚染・処分場不足）や資源枯渇化（大量生

産・大量消費）などにより、環境への負荷の小さい商品の

優先的購入の時代がやってきています。SIIグループでは、

省エネ省資源、特定難燃剤等有害物質を含まない製品を提

供しています。�

エコデザイン（製品設計アセスメント）�

再生資源の利用促進のた

めに、プラスチックへの

材質表示に関しては、

25g以上のプラスチック

成形品には材質表示をし

ています。�

プラスチックの材質表示�

家電製品の待機時の電力

を大幅に低減できるリモ

コン受光モジュールです。

更なる、省エネルギーと

小型化を追求しています。�

赤外線リモコン受光モジュール�

外形１.５mm及び２mmの表面実装タイプの超小型薄型音叉

水晶振動子で従来品より約１/２の実装面積で、超省資源型の

製品です。携帯電話、

PHS、PDA、カメラ一体

型VT、デジタルカメラ用

の時計及びマイコンクロ

ックなどに使用されてい

ます。�

超小型表面実装音叉水晶振動子�

油性顔料６色インクジェッ

トプリンタ「ＩＰ－４５００」

は、版を必要としない印

刷を可能にした大判カラ

ープリンタです。多くの

製版工程が不要であるこ

とや、インクの使用量が

少なく、廃インクも少な

い方式を採用することに

より、印刷上の省資源化を実現しています。また、国際エネ

ルギースタープログラム登録商品であり、待機時消費電力

の基準をクリア－しています。�

油性顔料６色インクジェットプリンタ�

自動車用カーエアコン用コンプレッサ類の軽小軽量化設計

と精密加工技術から生まれた、オフィスや店舗などの中規模

空調機器向けのガスヒート

ポンプ用コンプレッサです。

地球温暖化対策に適応し

た省エネ・クリーン型の製

品です。�

ガスヒートポンプ用コンプレッサ�

10

当社は、国際エネルギース
タープログラムの参加事業
者として、本製品が国際エネ
ルギースタープログラムの
基準に適合していると判断し
ます。�



グリーンライフ――環境を守る生活�環境環境の21世紀世紀に期待期待されるSIIらしい取組み取組み�環境の21世紀に期待されるSIIらしい取組み�

１９９９年から２０００年にかけてダイオキシン類対策特別措置法、

循環型社会形成推進基本法など多数の法規制が制定されま

した。企業も行政も市民も適切に対応していかなければなり

ません。ＳＩＩグループではこのような活動を支援する環境分

析機器の提供に力を注いでいます。�

ＩＣＰ質量分析装置�
環境分析用に最適化された

システムの標準装備により、

様々な環境試料中の多元素

の一斉分析が可能です。大

学から企業の研究施設、生

産ラインなどで幅広くお使い

頂いています。�

ポータブル近赤外分光光度計�
１５種類のプラスチックを瞬時に判別表示します。廃プラスチ

ックの再資源化に貢献しています。�

分析機器�
夢の超小型省エネ、省資源、省スペース工場に向けて研究を進めています。�
マイクロファクトリとはわずか１㎡以内の場所で小型部品の搬送、

加工、組立、検査など一貫した製造を従来の１／１０～１／１００のエ

ネルギーと資源で実現する２１世紀に期待される夢の工場です。

この研究開発は産業科学技術研究開発制度の下で、ＮＥＤＯ＊か

ら（財）マイクロマシンセンターを通じた委託により実施しました。

ＳＩＩは微細加工技術として、マイクロ電解加工技術を担当し、加

工ユニットの電解加工デバイスを提供しています。�

将来、企業レベル

のモノづくりから、

いつでもどこでも

個人レベルでも楽

しいモノづくりが可

能となり、省エネ

ルギー、省資源に

大きく貢献するに

違いありません。�

マイクロファクトリの研究�

ＩＴ革命を支える通信インフラとしてインターネットをはじめ

無線や光通信が飛躍的に拡大し、人やモノや現金の移動が

少ない社会へと向かっています。この流れは地球環境の観

点から見ても環境負荷の低減を可能にし、ますます世の中

に受け入れられてきます。ＳＩＩグループでは無線や光通信関

連機器の小型、軽量、省電力化、高信頼性の実現にチャレン

ジしています。�

私達は１９９９年４月よりクレジットカードが使える日本初の無

線決済システム「クレピコ」を開発し販売を開始しました。

デビットカードも使える世界最小のハンディタイプもそろえ

タクシーなどの支払いの利便性を向上させました。�

また、光ファイバーの接続や分岐に信頼性の高い光コネク

タ、光スイッチ等を提供し光通信を支えています。�

環境負荷低減とＩＴ�

建物・設備・テナントなどのビル管理、

環境施設管理・廃棄物の管理を総合

的に行っており、地球環境保全の視点

から省エネ、生産効率、安全な作業環

境の追求に取り組んでいます。�

株式会社シティ・サービス�

機器分析・環境分析・ＥＭＩ（不要電磁

波）測定・計測管理の受託サービスを

行っており、環境分析では、環境の世

紀に対応すべく、極微量の分析等、更

なる分析技術の向上に取り組んでいま

す。�

セイコーアイ・テクノリサーチ株式会社�

製品等の保管管理・梱包・配送等を一貫して担当しています。梱包につ

いては包装管理士の専門技術者が、梱包材の材質・強度のほかリサイク

ル性などにも配慮した環境にやさしい

梱包設計をし、パッキング時に使用す

る緩衝材も可能な限り紙系材料を採用

しています。また、配送は共同配送シ

ステムの構築によってトラックの便数

を減らし、CO2の排出量を１３％（２.３ト

ン-C）削減しました。�

エスアイアイ・ロジスティクス株式会社�
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クレジットカードが使える日本初の�
無線決済システムCREPiCO

光ファイバコネクタ�
（上：LC型コネクタ、下：MU型コネクタ）�

＊ＮＥＤＯ：新エネルギー・産業技術総合開発機構�
 New Energy and Industrial Technology Development Organizationの略�



グリーンライフ――――環境環境を守る生活生活�グリーンライフ――環境を守る生活�環境の21世紀に期待されるSIIらしい取組み�
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小山事業所では食堂の生ごみを堆肥化させ土壌を整え、

事業所内でケナフ栽培*1に取り組み、最長３．８５ｍのケナフ

約１００kgが収穫されました。�

これらは地元の福祉施設に寄付され、ケナフの茎を利用し

た「額縁」、皮の繊維を利用した「色紙」、ケナフ染めによ

る「ショール」などの作品が生まれています。�

＊１ ケナフ：アオイ科の一年草。ＣＯ2吸収能力があることが知られている。�

ケナフ栽培活動�

１９９７年６月より、社用車のみならず４,０００台のマイカー通

勤者にも協力を呼びかけ、全社員による啓発普及の運動を

展開しています。CO2の排出は、地球温暖化の大きな原因

となっています。SIIグループの各事業所では、社用車やリ

ースバス、駐車場周辺にステッカーを貼ったり、のぼりを立

てPRしたり、搬入業者にも協力を呼びかけています。�

アイドリング・ストップの普及啓発運動�

環境保全の取り組みは企業内のみでなく地域社会とのコミ

ュニケーションも重要だと考えます。ＳＩＩグループでは地域

の「クリーンアップ運動」などの清掃活動に積極的に参加、

「事業所見学」の多数受け入れ、「納涼祭開催」など地域交

流に努めています。�

幕張本社では幕張新都

心で開催される「エコメ

ッセちば」＊2には会場提

供、環境クイズの出題、

行事への参加など毎年

参画しています。�

環境保全地域活動�

SIIグループ事業所では、自動販売機や売店で社員が購入す

る飲用容器のうち牛乳パックの空容器を解体・洗浄・乾燥を

行って回収、リサイクルをしています。このリサイクル作業

は、労働組合が主体となって活動を進めています。�

牛乳パックの回収�

製造工程や製品だけでなく日常の企業生活の中でも環境に

配慮していくことが不可欠です。私達は一人ひとりができる

ことを推進しています。�

＊2 エコメッセちば：環境問題の解決に向けて、市民、企業、行政が連携して�
　  行動していこうと、千葉県などの後援で１９９６年以来、毎年幕張新都心を�
　  開催場所にエコバザール等各種イベントを実施している。�

Think the Earthプロジェクトは「ビジネスを通して、社会に

貢献する仕組み」の実現と、地球をテーマにした「新しい発

想のモノ作り」を推進する非営利プロジェクトです。�

Think the Earthから生まれる商品やサービスの売上の一部

はプロジェクトの基金となり、プロジェクトの活動やＮＰＯ、ＮＧ

Ｏの支援金として使われます。ＳＩＩはその主旨に賛同し、プロ

ジェクトとして初の製品となる「ｗｎ-1」を開発しました。�

ｗｎ-1は地球針（24時針）を持つ“Watch”で、
この“Watch”には「地球を見る」と「地球の時
計」とふたつの意味があります。「身につけること
、そばに置くことで地球を考えるきっかけになる時
計になって欲しい」と願っています。�

Think the Earthプロジェクトへの参加�

■ Think the EarthのHP�
http://www.thinktheearth.net



環境保全活動の歩み�環境会計環境会計・環境教育環境教育�環境会計・環境教育�

昨年度の環境会計トライアルに続き、今年も環境省のガイドラインに沿って２度目の集計をしました。�

環境保全投資額は１,０２９百万円、費用額は１,４３８百万円、環境保全効果としては、工場の増設等により残念ながら昨年よりも

CO2が増加しました。したがって、光熱費の増大で、経済効果として実質効果金額はマイナス１２３百万円でした。�

なお、みなし効果も含む経済効果としては８７９百万円でした。�

�

環境会計�

環境保全活動を継続的に推進するためには、社員一人ひとりが正しい知識を身につけ、積極的に環境問題に取り組むことが

重要です。社員の環境意識向上や環境方針の理解と実践を目的とした「環境教育」を実施しています。種類として、一般、専

門教育、及び環境監査員教育を設定しています。�

現時点（累積）で、環境専門教育の修了者は451名、環境監査員は、262名を数え、各事業所の内部監査員として環境マネ

ジメントシステムとパフォーマンスの継続的改善のために活躍しています。�

環境教育�
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分　類�

内
　
訳�

内　容� 投資額＊１� 費用額＊2

（１）�生産・サービス活動により事業エリア内で生じる環境負荷を�
抑制するための環境保全コスト（事業エリア内コスト）�

（２）�生産・サービス活動に伴って上流又は下流で生じる環境負荷を�
抑制するためのコスト（上・下流コスト）�

環境負荷�

ＣＯ2�

用水�

紙資源�

産業廃棄物�

一般廃棄物�

削減量（99年度－2000年度）�

（３）�管理活動における環境保全コスト（管理活動コスト）�

（４）�研究開発活動における環境保全コスト（研究開発コスト）�

（５）�社会活動における環境保全コスト（社会活動コスト）�

（６）�環境損傷に対応するコスト（環境損傷コスト）�

種　類�

地球環境問題と�
SIIグループの取り組み�

環境概論とISO14001の理解�

システムとパフォーマンス向上�

教育内容�対　象�

SIIグループの環境対策について�

環境の各論や管理技術�

内外の環境動向�
パフォーマンス向上方策�
�

新入社員�

中堅社員�

管理者�

合　　　計�

環 境 保 全コスト �

環 境 保 全 効 果   環 境 保 全 活 動 に伴う経 済 効 果   計 878.5

①公害防止コスト�

②地球環境保全コスト�

③資源循環コスト�

水質、大気、騒音、振動など公害防止に関すること�

地球温暖化防止、オゾン層保護などに関すること�

省資源、廃棄物減量化など�

670.8�

290.8�

24.6

43.2

0.0

0.0

0.0

1,029.4 1,438.0

製品、容器包装等のリサイクルなど�

環境教育、環境マネジメントシステムの運用など�

環境保全型製品開発、鉛フリーはんだ実装技術など�

緑化、景観保持、環境情報の公表など�

土壌汚染修復費など�

0.0

398.2�

265.3�

363.8

267.1

57.0

40.1

0.0

46.5

集計範囲：ＳＩＩ本社および全１１製造拠点　対象期間：２０００年  ４月  １日～２００１年  ３月３１日   　単位：百万円�

効果については環境保全効果と環境保全活動に伴う経済効果について集計いたしました。また、経済効果のなかで「みなし効果」についてはＳＩＩ独自の定義で算出しました。�

環境保全コストと効果�

＊1 投資額は２０００年度単年のみの投資額です。＊2 費用額には９９年以前の投資分の減価償却費を含んでいます。�

一般教育�

種　類�

化学物質取り扱い�
廃棄物管理�

省エネルギー�

製品設計アセスメント�

危険物取り扱い�
高圧ガス取り扱い�

教育内容�対　象�

化学物質の概要と管理、水質・�
大気汚染防止、廃棄物関連の知識�

物づくりにおける�
省エネ技術対策や他社動向�

商品の環境負荷を改善�
するための手法、他社事例�

危険物・高圧ガスの�
保安・監督に関するポイント�

取扱従事者�
環境設備運転者�
生産・�
製造技術者�

開発担当者�

取扱従事者�
資格者�

専門教育�

種　類�

内部監査員�

教育内容�対　象�

各事業所の�
専任監査員�

ISO14001の内部監査を�
進めるうえで必要な知識・スキル�
�

監査員教育�

－147.4�

－8.7�

1.3�

有価物売却益  31.5

小 計 －123.3 実質効果金額� 小 計 1,001.8 みなし効果�

大気、水質汚染などによる操業停止回避�

土壌汚染回避�

不法投棄などによる罰則の回避・その他�

316.0�

500.0�

185.8

（単位：百万円）�

－1,382ｔ－Ｃ�

－88千ｍ3�

4ｔ�

373ｔ�

－2ｔ�



88年12月 「フロン対策推進委員会」発足�
92年 8月 特定フロン全廃�
92年12月 環境対策推進室 設立�
93年 4月 環境保全行動計画「グリーンプラン」策定 通産省提出�
93年 8月 古紙回収車「クリーンアロー号」導入�
93年11月 トリクロロエタン全廃�
94年 4月 エネルギー、廃棄物、紙資源削減の月次管理スタート�
95年 8月 経営幹部会にて環境管理システム導入キックオフ（環境ISO14001対応）�
96年 8月 グリーンプランの改定（環境保全活動報告も含む）�
96年10月 SIIグループ京葉地区6事業所古紙リサイクル活動�
 「リサイクル推進協議会会長賞」受賞�
96年11月 高塚事業所（千葉県松戸市）ISO14001認証取得�
97年 1月 習志野事業所（千葉県習志野市・旧 セイコー精機）ISO14001認証取得�
97年 3月 宮久保事業所（千葉県市川市）ISO14001認証取得�
97年 4月 SIIマイクロテクノ株式会社（秋田県大曲市・旧 秋田プレシジョン）ISO14001認証取得�
97年 4月 盛岡セイコー工業株式会社（岩手県岩手郡）ISO14001認証取得�
97年 5月 Seiko Instruments Singapore Pte. Ltd. ISO14001認証取得�
97年12月 アイドリング・ストップキャンペーン実施（啓発普及用ステッカー貼付け）�
98年 2月 株式会社SIIクオーツテクノ（栃木県栃木市）ISO14001認証取得�
98年 2月 SII化学物質ガイドマニュアル作成・配布�
98年 6月 SIIマイクロテクノ株式会社（秋田県大曲市・旧 秋田プレシジョン）I 秋田県「環境大賞」受賞�
98年 6月 盛岡セイコー工業株式会社岩手県「環境保全優良事業所」受賞�
98年 8月 小山事業所（静岡県駿東郡）ISO14001認証取得�
99年 1月 秋田精密電子工業株式会社（秋田県大曲市）ISO14001認証取得�
99年 2月 株式会社SIIマイクロパーツ（宮城県仙台市）ISO14001認証取得�
99年 3月 大野事業所（千葉県市川市）ISO14001認証取得�
99年 3月 ナステック工業株式会社（栃木県那須郡）ISO14001認証取得�
99年 3月 国内主要全11製造拠点ISO14001認証取得完了�
99年 3月 塩素系溶剤（トリクロロエチレン・塩化メチレン）全廃�
99年 4月 Asian Electronic Technology Pte. Ltd. ISO14001認証取得�
99年10月 SIIグループグリーン購入基準書発行�
２０００年11月 大野事業所 ゼロ・エミッション達成�
２００１年 3月 SIIグループ内部環境監査員養成研修 修了者262名（累積）�
２００１年 6月 大連精工電子有限公司 ISO14001認証取得�

本社（幕張）�
９３年優秀先端事業所賞を受賞
（日本経済新聞社主催）�

高度情報化社会に対応し、地球

環境の保全、生産性の向上、快

適な作業環境の実現などに成

果を上げた先端的な事業所とし

て評価されました。�

環境保全活動の歩み�環境保全活動の歩み�環境会計・環境教育�

SIIグループは、毎年「SII大会」を開催しています。そのプ

ログラムの中で年度の業績優良者表彰が行われます。�

各ジャンルの表彰とあわせ、環境保全活動に関し、顕著な実

績をあげた事業所を特別表彰しています。�

環境保全活動の社内表彰制度�

SIIグループでは、商品開発・設計、製造、販売、サービスな

ど企業活動の全ての分野で、環境保全活動を推進するとと

もに、その取り組みを外部の方々に知っていただくために、

様々な活動を行っています。�

SIIグループの広報と啓発運動�

環境関連社外表彰�

環境保全活動のあゆみ�
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広報資料 SIIグリーン・プラン（環境保全自主行動計画兼年次報告書）�
 環境保全活動ホームページ�

環境情報発信
 外部機関からの環境関連アンケートへ回答�

 社外の要請による講演実施�
 異業種間の環境交流会参加�

啓発普及活動 アイドリング・ストップ運動の呼びかけ�

協力企業との協調 環境方針の連絡など環境保全活動の協力要請�
 納入品に関する環境情報交換�
�

１９９６年１０月�

�
１９９８年 ６月

１９９８年 ６月�

２０００年 ５月�

�

�

SIIグループ京葉地区６事業所古紙リサイクル活動�
「リサイクル推進協議会会長賞」受賞�

SIIマイクロテクノ株式会社（旧 秋田プレシジョン）
秋田県「環境大賞」受賞�

盛岡セイコー工業株式会社�
岩手県「環境保全優良事業所」受賞�

幕張ビル「千葉市特定建築物環境衛生管理協
議会会長賞」受賞�
�

環境保全活動ホームページ�
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Email：eco@sii.co.jp�
ホームページ：http://www.sii.co.jp/eco/
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